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Raspberry Piを用いた模擬排尿量推定


















ある．撮影された n フレームの画像において i フレーム目の液
体の初速度を vi0 [pixel/s]，液体径を di [pixel]，フレーム間時
間を t [s]とする．pixel3 から mLへ単位変換するためのイソム




















像と背景画像のライン毎の平均輝度値 Lv および Biv を算出し，













および Raspberry Pi のカメラのフレームレートはそれぞれ 60
表 1: 正解流量 50 mLの場合の推定誤差
条件 シャッタ方式 推定手法  [%]  [%]
A グローバル 先行研究 3:4 3:1
B ローリング 先行研究 62:9 37:1
C ローリング 本研究 3:7 3:3
図 1: 実験環境
図 2: 条件 Bの液体近似曲線 図 3: 条件 Cの液体近似曲線
fps および 20 fps であり，撮影は 5 試行行った．提案手法の評
価のために用いた 3 つの条件と，各条件における流量の平均推
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